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ごあいさつ

和歌山大学の提案により、 昨年5片から設立の準備を進め

てまいりました 「きのくに活性化センターJ が、 4月 27 日に

スタートいたしました 。 きのくに活性化センターは、 紀 |封

地域をフィールドに、大学-口治体-企業-市民等がパー

ト ナーとな り、地域の抱える諮問題について、 1%hIi1J して制

貨や研究を行い、その成果を地域の活性化に役立てること

を同的として設立されたものであります。

これまでの、こうした組織の制資や活動の多くは、報告

書の挺出や提言だけにとどまっておりますが、きのくに活

性化セ ンターは、捉案だけにと どまらずに、プロジェク ト

として串ー業を向ら実施することを円指 しております。 そし きのくに活性化センター

てまた、近い将来、紀前地域における高等教育機関として 会長中田 肇
の役割も梨たしてまいりたいと考えております。

私達の紀南地域は毘かな庶民:と自然に凪まれておりますが、 その反面、 高i車道路をは

じめとする社会基盤の装備が遅れており、また、それぞれの地域におきま しでも、高齢

化や過疎化の問題、 |民療福祉の問題、雇用問題など解決しなければならない多くの課題

が11 1損しており、特に、 地域の?Rolft化が大きなテーマと なっております。

紀南地域の各 !liUI J村は、現在、広域合併と い う大きな問題に直而しており、新たな枠

組みの中で地域づくりが始まろうとしております。 こうした 中にあって、 き のくに活性

化セ ンターが様々な活動を通じて、紀南地域の活性化や地域づくりに少しでも貢献でき

れば幸いであります。

きのくに活性化センターは、平日故山県、和歌山大学、 問辺)14辺広域市町村岡組合、新

宮周辺広域市町村 |現事務組合、紀iiH農業協同組合、 新出商工会議所、 I:U辺商工会議所の

参 |出によりスタートいた

しましたが、組織の拡充

を図り、関係する市町村

や団体と連慌を密にし事

業を進めてまいりたいと

思っておりますので、今

後ともより ー!闘のご支擬

を賜りますようよろしく

お願い lキ| し tげます。
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組爾地械の)一層}の輸|劉むを

今年4:)=J 27 日 に、和歌山大学に 「 き

の くに前性化支按センターI と紀南地域

に fき のくに活性化センターJ が同時に

発足いた しました。地域が広域的に協

力 し、 rr な的に活性化を阿って行ζ う

と言う試みはJI~'/常に評価されることであ

ると思います 本学教Hが、 n治体を始

め科組卜-11体が利宮を抑制し、 紀前地域全
和教山大学長

今 |百| の辿併における大手:と地J或の関係は、従米のよう に大

学が研究テーマに対して澗育研究し知情7与を組めるという M

での支1).2ではなく、実利(J~な Ji主取を如何に促 04できるかに大

きなポイン トがあると考えております。 しかし、大学はオー

1レマ イ ティーではありません。 何事もできるわけではありま

せん。 大事なことは、 j出J或と大学が~;II丘に所有する白Nl を舵

供しあい、 l 十 lが恥に2にするのではなく、 :3 、 4 にすること

が主要となりますのそうなってこそ、 地域と大学の辿併が成
小日:1 単

体の発肢を仁1mす必裂性を熱心に説き 、 ぷj したと言えるでしょう

ぞれに地域の方々が賛同された結果であると間L 、ております。 利歌11 1県のコア部分は、その多くが紀北に集中 していますo

tに、産'1'0;民学の総合的協調であり 、 大学と地域の述携に新た しかし、紀南にも仙にない魅)J I'I'~な資 rJJîlが多くありますc そ

な枠組みを捉ぶしたことになるものと jぶっております。 れらを~J] [lIfに i15かしていくかが虫裂となります。その際、 CI

ただ、屯裂なことは、どのような成果を挙げるかです 。 地 然資泌を践しながら、紀 I+.ï地域の21 1 L1:紀戦11併を備制しなけれ

城の符さんは大きな期待を持っていただいていると広川、 ますn ばなりません。 今回の試みは、地域に対する大学の役;l刊 の杭

そう した Wln'に大学 fHリがどのように応えることができるのかつ り方を見るための山並な尖!設でもあり、 JJJ Iミとも成功させな

少し |時間を兄ていただく必要があろうかと J~.~ 、ますが、 「 きの ければならないと考えています、 その怠昧でも、 | きのくに活

くに柄引:化立援セ ンタ -J かご期待に凶えるちのと確信いた 性化センターJ がますます lì 立(I'~に発展されることを祈念い

しております。 たしておりますc

和歌山大乍や地方山治体、経済界な どが協力して、紀問地

域のtklt化を tl ~.[íす「きのくに活性化センター | は、「和歌山

大; !?f: き のくに前'I~I:化支援センターj と合同で、 4)J 27 仁| 、 日|

辺， I ïの紀南文化会館てψ設立記念式典を削きました。 Uj-=作5 )-] に

準備宅を 1m設し、紀|お地域との述jjtに収り *1:[んできた f きの

くに活性化センターJ が、本{私的に動き I H し ました。

fきのくに活性化センターJ は、 111辺 - ~河内の 1M同辺広域市

111] 村附の 1 9の自治体、!日辺 ・ 新町 lílijn'HT会議所、紀IMJ員 |湖 、

和歌山県、 和歌山大学によって組織されているものです。 また、

r fll歌山大学きのくに活性化支援センターJ は大学として、

紀íHJ也城の訪rIlHおや1ï1iì-!j'.{1:.を探るために'';t' 1大lに設けられましたり

式典は、 1 9市111 1 村のï1í1町村長ら約300人が出席して 1mかオL

!y'1 

副会長の虎伏軍紀I旬lfi 協組合4副主、 f両センターの設立は、 紀 にと って阿センター設ウ;は大変イ i忠義なものであり、できる

|ヰj地域の間性化にとって心，;jj~いことですc 紀商;地域の財磁 ・ |波りの支援をさせていただ きたい。 今後、向センターがひと

賢官以を川かしつつ、魅力的な社会をつくるために、地域と六 つの拠点、として、さまざまな地域川性化対議が民間されるこ
学が協力 ・ 協 I I ;Jする、これが両センターの門前すものです.1 とを WI侍 していますJ と述べ、新~I~.I; 111のm*常収入役は、 rJ也

と後拶しました。 干11敏山大ザ:の守宅保駿二学長 (当時)は、 | 県下旬 域のJ包える諸問題について、大ワ主・ 1 ' 1 治体・食業 ' 1:込!日l ヵ:パ一

日11へのj也峨員 i~店は大学にとっても説題でした。今後、 活 'I{I:化 トナーシップに弔づき 、 ~引先・ lt1iJ }J して問先的動をuい、そ
センター と一体となって紀南地域の?汚性化に取り組みたしリ の成以を地域の活性化と住民のlí'J 1てに位 、主たせてほしt リと、

と 述べま し た。 f木J除谷 |幼析'I'''; ， lj l~の削貯を出(1 介し ました 4

地域を代表して問辺 d-jの}%6 '1 I 孝市長は、 r*:己目1地域のìír; tt化

い ・よ11Mムよ~ι
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[高校生の滋賀県長浜視察記①}

高校生の地域づくり論文コ ンクール(きのくに活性化支援センター設立準備室)で

入賞した紀南地域の高校生3人が今年3月、滋賀県長浜市を訪れ、黒壁とガラス文

化のまちづくりを男闘しました。

視察旅行に参加した2人の高校生が、見て聞いて感じた長浜視察記を紹介します。

他の街ヘ

lμ， ~μlいω山川、心ι的川>: 1江川l伴耐附4対i j川'(11仙W附川目山M附川よ正ρ“川O，'jドれ:j心口川iに口"，

担、:ま、修学旅行や家般旅行など以外で、他の人とどこかへ行くのは初めてたったので、 ki初は

J.Iミ也、不安があり ました。先に屯車4こ乗っているはずの新日の人たちの盗むなくて、 紀Ihiの l明

日を手すえる会J で会っていた Hi子さんの凱を見た11午、やっと \むつけたよう なえLがしましたυ 行

きは色々とハプニングもありましたが、それも淡しい旅の思い111 となったのたな あ、と今、 l吹き

出 しそうになりながら、そのことを思い起こしていますの

長浜町(から 111 た、その)!ftU; 1の第一印象は、「拘|議 111 に似ている J でした 。 IIIJか、悦かしい芥問

気があったのです。 f'HI II は、そこの建物のノくささや数が削;欽11 1 の問辺市と似かよっていたのと、

それでも山の紙かそれと制じぐらいあったからたと思いますe しかし、長浜と川jLlの決定的な追

いは、街の外観の統一性だと足立先生(足立以前手II~院 Illk"(:粍消学部助教綬)ちおっしゃっていま

したc 道沿いにはf! IJ瓜の泌物が多く建ち悦び、持ちついた~H.~ じが、在、は とてもぷ帥だな、と J~.い

ます。おわ1を食べに ウ: ち '~1: ったおjdJ の|人l袋や、 Wì l' lI 'l などち、，f;! 1 市~~ 1 11 にはなさそうな、払にとって

新鮮なちのが多くありましたω それらや長Hí，の |削)，1 ，= iJ:iで見かけた、 H引にI'f.IJ などに 11 '， てくる お茶店.

3 んのような内・外技の変わった書店が、私の 1 1 にとてち印象怯く技りま した

株式会社 r!.I.い\~ 1 の /j 々のお，活ち聞かせて rn l ‘たり、色々な所を観先したりしたことで私が考

えていた滋白山のイメージがガラリと変わりました

私は、 l~ì択はとてもいいところだなあ、と!ぷいましたが f町づくり位均j の J'j 々は 、 I制光客

は多くなっても、Jt!!) ê以がI~rtれていってしまう J とおっしゃっていたのを ILa l 、て、 I"J処でも 色々

な問題があるのだなあ、と改めて思いました。 もしかすると{まちj とい うものにあIする 問題は、

人々が満足する ことをま11 らなければ、 一生あり続けるものなのでしょう 。ですカ 1、 ー前に身近な

問題を一つずつ、 n'付けていけば、何か

すが、 H、は参 JJII させて ffil 、てものすごく

良かったと Jt:}. っています。これからも、

この{住しを続けていって 1" さ し 、 他のm

へ行くと!とl 分のtfi u) こと がよりJlI!解でき

るものだと、在、はj』いますから 。 質量な

{本!肢をありがとう ご5いました。
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{高校生の滋賀県長浜視察記②]

長浜視察旅行に行って

M \'LI II辺川VjF ほ 3"ド rl'村桁子

Jd!~のíJiはどことなく 川辺のíJ司に似ていた。

ーーーーーー辿くf)jll. れたI.J也ω、気候も J瓜上も~ う iJ?jで あ

りなからたりむらろ ん、 ~Ilt';í;的な 品分ではず

いぶんと辿っていた (lIf しろあちらでは私の

体験したことのない'つが、まだ 1 1 1 に伐って い

たのた... Q はたことの却れ、はずの風;誌が、 イ4

!品川なことに私に妙な既視!謀を覚えさせたー

/ ./〆:

部会 (I'~な部分と、I]j 合っぽさとの歩合が問

辺と非常に似ていたせいかちしれないc

r ,';:j h"; J と.D!!に行かないほどのピルやマンシ

ョンが縫っかあり.制人!収J己店捕などが立ち

、.Jr~ぶ': -1，; j凶りから少しはずれると、生活-の匂

L 、がする家々がiltT を、並べ、ふと腕線を1:げれ

ば111 が u に人る こういう以色は、在、ががIJL 、

tnカ a ら 'li~'に身近にあったらのだc カ・って城下III J であったと:-rう JU;で、も、 l-<:i民と 11 1辺は共通してい

る。時ftrl'のあり怖は辿うが、 iHを構成する "W ，t~は川 じであるような%が寸る。

どが、そこにある従1111試は lTLi.!1とは 51~な り 、尖に出々しかった。 1ØlYé河分でめれたせいもあっ

たのたろうが、 I J I辺のような創出した拘しさが!必じられなかったのだ。 j~Hi: ，よ、(姐Wil\]な前気に

ilJli ちた llïだったの

!以前でたむろして;I;IJ 11I{のままタバコを |吹かしている山校午.はいなかったし 、 J!I.~ 秋山仕 1St愉・駐

Ili もない お これは、打い人が少な L 、からなどというや純なJfll ll l からではないだろう 3 制全体がL 1 

かにしっかりとした試慨と姿勢で fまちづくり J :こ取り刻 lんでいるかという二との刷れだ 統

された!日r ，l!~み。 地方の伝統を生かしたイベント 。 店をはむ人行守の. 'f<iに対するアブローチの仕

/j。 それぞれに1I1l1i'{1iなコンセプトや怠，ιがある 《 街にれらずそれぞれが、 I まんづくり j を他人

市としていないのである

今I!IIO) 制釈で{士、たくさんの為になるお話ちしていたたいたか.このことがili も私の心に残つ

ている

J出械を問。1'1 化させるためには、まず地域住民の:m rQl fl'1 な JMI:{IJ;必叫んと出う そこに昨らす人々

・人ひとりが、 1 ' 1 らが地域社会の一部であることを i' 1 '1'l し、 J~W\~ J;II り、 fl'tl，';JÎI~ に安IJW9 る ζ と

か m~t..: ~ *IHlll fI~文化がl脆刷なままでは、 長~illの-述である 。 みん4・が小況にら;って Jf えれば、

fまちっく り J (よ出It併な 11'0] t躍ではなく、 115 し い IJH f� '! i 業に立わる 。 ~~ .*、 11 分のれらす地域をよ

りぷ1 II 't らしく、他 )J的にするためのモノ なのだ。や り がいのある ( 1 : 'りではないか。

そのíJíの 'ì l :; し JUl しは 、 そこに持らす人々の 「ぷJ の山さで決まる"

ル~且四~"櫨ι一山工
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住みよい町ζそすぐれた観光地{
住民一人ひとりがつくるまちづくり

まちづくりの先進地として全国的に知られる、大分県湯布1涜IIlf の lìíjUI r長佐藤雄也さん

の記念講演会 I物giftはひなびた寒村から始まったJ が、 4月 27 円、 111 辺J!iの紀雨文化会館

で聞かnま した。

湖付 |抗 IIIJ は、大分以のほぼ 1 1 1央部にある川 IJ I~ を 111 に凹まれた IUTで、かつて 「貧村J と

Jr~符さ れた IIIT は 、 iM)~ と山小l の鼠慨を保全しながら、 |映阿祭や背楽祭などによるまちづ

くり に取り ~;[lみ、今 11 {r: 1Ir!約380万人の制光存が訪れる rllTになって い ます。 杭雌さんは、

まちづくりのリーダーの一人として長年活雌し、 IIIT長をつとめました。

佐Ji長さんのお話はこれからのまちづくりを符えていく tで、多くのヒントを与えてく

れました。 {主 )M~ さんの講演の概安:を特集でご制介します。

lI(nIl20~ 1~ {~'I 'I初、私どちの 1 1 1 {l ilíj'UIIII' }誌には肱館が 1 2軒たけ }

それもせいぜい 1 5~20人が71' 1 まれればいい叫!立の規模でしたい

tii刈が1J 50rn 、 冬 は~の 1:年る紘J也で、 J也 f'ltま椴性 L士宮。 I I J!((

II.HIH j) r~!i <、 J~U/~ ち疲弊 して い ました" rひなびた寒村J と い

たさいというのは、おこがましいJRだと忠、います。

1叫光地の rll には、ホテルですべてが完結 してしまうとい う

ところがあります。そうすると、 flöì'r し、たお軍手続は、おI!ftt:lA 

に人ってお食事をして一杯飲んで、そして寝て翌朝|はもうパ

うと ~I:'i;í' ( ニJ的ですが、パってみれば良えない f rl給自足の111f1 スでlI\て 1i く " つまりはur r はいらなくな り 死んでしまうわけ

でしたゼ ですけ それはあってはならないことです。 町全体をどう活か

酬l をなんとかしようという巡幼か起こったのは、 IIt4相39年 していくかを Jすえていかなければいけません。 湯布院では、

の九州徽断迫路 Iやまなみハイウ ェ イ j の開通がきっかけで いわゆる抱え込み方式はやめて、なるべくお客僚に外に出で

した . iM {li院がやってきた ζ とは、 いただける f 1 :併けをた くさん作るこ

めじに住んでい る 仰山分たちの日..とを矧川県|係の万々にもご協力 をい
らし/iをどうしょうかと問し 、読めていっ

た判以と 、ル.j{lil出を愛して くださるん々

がぬイlìlほにこ立援をくださったJ!功物だ、

と思います。 |決 l曲i 祭 に しても、口当日

祭にしても、 i易 {Ii f:流入だけでできる

ものてはありません。 湯布院を愛し

てくれる /i 々に、いかに渇{Jîf流の f制

J:f!クラブI のーはになっていただけ

るか、と い うことが大切なのです

かつては、まちづ くりといえば地

ただきましたω そのキI~*、制光符のj7 々

が .1;; J，~ えになって消費する 。 その j"

かげで、財制 |出の尚業が成り立つ。

つまり交流入円によって湯布院の絞

i点か成りなつ、というひとつの・Jç例

です もうひとつはホテル ・ 旅館の月々

にお削L 、して、できるだけ材料 ・ そ

の 他を地 JL I;f~述してほしいというお

願いをしました。やはり 、 IlIT をひ と
前湯布院町長 WJ脱 却I~也氏

つの杭f~' (，本としてやって いくこ とを

々えなければいけません0 ・M41J，~YI1 .地域i汗↑tftが主流でしたが、 J1lイ1 : はrJ山城純白・ l と

いう与え J'ïが 1 1 1 てきています刊行政も 1(llIf も・体となって、

1' 1 分たちかfl:んでいる地域をどういうふうに終日ーしていくかと

いう!必拡を、仕民一人ひとりが持たな:すればならないという

日、どもは、 「制光はリピーターをWIやさなければだめだJ と

考えていますー l 恒i きりのお符慌に米ていただく ためのHlfづく

りをするのではなく、何j生ち ilMlil流にお越しいただける、そ

時代に入ってきました。 ういうもてなしが大切です ぷスピタリティ ーをどういうふ

{\:んでいる人間が Itみよい IUJ をつくる叫行に、いろんな 1 111 うに t午っていくかということが、 ー南太きなことになります

!必かあります。臼 iJ l 、 J~立与L 数行、~ÎlI rJI : 、 |実械の r:~JI屈など、 MLì\:;'fi:がお見えになると必ず、 IIrJ1;ぐに j岳などをたずねます。

たくさんありますc そして、そこに I従業経済と い う J，~mが必 そういうとき、湯布院では{ÿIJ外を |徐 いて、ほとんどの lilf以 は

1~ になってきます。 制光というのも J)r( .~抗済のひと つの T 法 縦切に教えていま す。

です それをどこ に求めるかというのは、それぞれの dï lil r村 弘どもは先代から、1' 1 分たちの111 ]' を削かったわけです。 そ

で逃いかあるはずですn しかし 、 活は 11:んでい る人間が(1:み の削かった11汀を、技々の II~ r~でよりよいj~に して 、下 (J~たち

よいかfl:みにくいかということか大きなホイントになってさ や係たちに渡していく白筋かあると思いますc

ます 1' 1 分たちの前がfì:みにくいとすれば、観光容に米てく
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きのくに活性化センター役員
会長 中間 肇 回辺商工会議所会頭

副会長 瀬市 仲康 新宮商工会議所会頭

副会長 虎伏 主主 沼南建築限閥会代表理事絡会長

きのくに活性化センター
企画運蛍委員会委員

Jl I端 清司 周辺市役所企画広報課課長

} 1 1 畑 l開 新書簡辺広域市町村密事務組合事務局長

前芝啓史 田辺周辺広繊市町村随組合事務局主査

ぶ~ 質{言 古座川町役場企画調鐙諜謀長

藤本 議 間辺商工会議所事務局長

奥村 健二 新宮商工会議所事務局長

1-1-1 家 f敵 紀南農業協同組合代表理事専務理事

永井 慶一 和獄山県企画総務課目In察長

北村 幸蔵 和歌山県地i或振興諜副課長

橋本 卓繭 和歌山大学経済宅幹部教浸

中村 太和 和政山大学経済学都教鐙

鈴木 裕範 和歌山大学経済学部助教授

海津 一朗 和歌山大学教湾学部助教授

内尾 文l怪 和歌山大学システム工学部助手対受

玉井 義人 玉井デザイン室代表

-園田園 盲目色、‘m!IIIァ一一一一酢軍事

私は、今春京都外国語大学

外国語学部英米語学科を卒業

し 、 7 月 1 日 から、きのくに

活性化センターに勤務してい

ます。それから一ヶ月経ちま

すが、毎日が勉強で大変充実

したものです。

私はもともと田辺出身で、宮111奇 ill美

青々 とした緑とやわらかい水に国まれたこの町を誇り

に思っています。ゆえに、 生まれ育った地域の活性化

のお手伝いができることは、大変嬉しく思い、またや

りがいを感 じてお り ます。 しかしながら、なにぷん社

会の波に漕ぎ出 して間もなく 、 懸命の努力を積み重ね

るつもりです。 なにとぞご支援ご指導を賜り ますよう 、

心よ り お願い申し上げます。

紀南を循環型社会のモデル地域に

平歳 'J 4~p:度高等~j;;{諸説関二l ムノソーシアム;m部山
/ 、 I ~ I :二|

J__¥ 1[;刀
__. -~;... 
-J.. r-~ 
--1-~・4

ρ日J 匹
4・・h 紀南地域におけるバイオマスの有効利用と循環型社会
佐5副E' 平成1 4年間7日(土) 午後29寺~午後4時
『司・・・v 近畿大学生物理工学部助教j受 禅 JI: f的

a.-.h 木材資源と紀南地域の活性化
豊百姐旦・ 平成14年9月 14日 (土) 午後2時~午後4P寺
司司_..... 和歌山大学教湾学部教J霊 池|探 |専行

地域づくり:熊野からの視点 ・熊野への視点
平成14年9月 21 日 (土) 午後2時~午後4時

和敬山大学経済学部助教綬 鈴木 1すij純

廃食油の活用とバイオ・デイーデル燃料d 

豊富E国.
『司・・圃...... 
4 

佐ヨ司悶'
司司

平成14年9月 28日(土) 午後2~寺~午後4時

和歌山工業高等専門学校教綬橋本 蹴

f地震地消j の組織化と食の安全
平成14年10月5日(土)午後2時~午後4跨

和総山信愛女子短期大学教J受 -fi EU !磁

.会場 : 新宮地域賎業訓練センター 1 階大教室

.受講のお申込み ・ お問い合わせ .受講料 :無料

.利獄山大学生涯学習教湾研究センター 〒641-005 1 和歌山市西高松1 丁目7務20号
TEし073. 427-4623 FAX.073-427-7616 受付時間。午前8防30分~午後日寺(白縦、祝日は休み}

.新富市教育委員会文化振興室 干6'17-8555 新草市警円 1(語 1 号
TEL0735・23・3368 FAX 0735-23-2377 受付時間:午前日時30分~午後5鴻l土滋 a殿、県日活1末以

j企 図辺市では市民総合センターで6月 1 日第1 回目

編
集
後
記

きのくに活性化センターが新体制のもとでスター トしてから3ヶ

月余りが経ちました。センターの勤ぎを紹介する rNEWSきの

くにJ の創刊号ができあがりま した。

活性化センターでは、この fNEWSきのくにj を年4回発行し、

地域と和軟山大学の情報などを企画やコーナー記事で紹介して

いくことにしています。

地域と地域、 地域と大学を結ぶ情報紙にしていきたいと考え

ていますので、 よろしくお願いいたします。

今春趨駿1 鉱酬16l'I1l\t-1:ザL:::首
.....cr，l.，....ー

てピ了Ea総..ー'べ‘弐億
四'I" \lj崎町句.，o.r.

. r紀南地域の現状と活性化の方向に
関するアンケートj 調査報告

・紀南地織の地織づく リ活動団体を中心 lこして
紀F有地l読の・情報収集とデータベース化 .. ゅ '‘1聖

.!" ;.-1""-. 
• .• • .• , 

,
o ..

 

, -

h

 

，>;<ÿ~l]þがありますa こ宇治宝のJ'j (主

おPff l . ftわせ くださ い。

igtJZT捕ま品開まずをのく!こ活性化センタ回 開6・003 1 離器税努鳴li!lの4 TEL&FAX 0739・26 ・ 9670
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